
あなたとＪＡをむすぶ'１青報誌
、

200 Ｉ 

椿が 肩
Ⅲ ｉＳ１Ｓ 

」

肌寒い春の一日｢伯爵まつり｣の芋蒔きが行なわれました。
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Ｐ．【鋼咀醇串囚》

２コ円く

幻

慎重に植えるオーナーの皆さん

イビコゴ場少たへ裳ｉｉｌｌｉ汗がの下モ畑
捨゜ンミにし、のかえ午を桁人伝ま作Ｊｉ
てみビ拾粁腰や感らの後か－のいき邪Ⅱ
はなニいいにわ心来案かく杯乖をを会：
しさ弁をてきらのて｜ﾉﾘらＪ１:ＭｏＩｉ１１し行、}
なん：!↑しずまか，'1ｊいをは度遮れてを１１ヴノく
いものたぐしいさるしオ（こかた以い’：［’
よ、零ん農たこを人ま１なつ作米ま会、
うｌｌｉ器で協・の笑もしナＩ）た楽だし，Ｗ１ｌＬ
仁か、す１１『余ｋ感おた１まは仁つたf'二座
しらあがくＦ談をしりが株しずつた゜部い
まのや〃‘部で歩ま、、のたのいの数と犬
しゴし考ですくしこ’'１〃･体てでイドイヤ候
上ﾐい~11Ｍがのたのに')６い､前同の

j締’：,,,iは灘|鯉ゼハ擁測

叔云

蕊
￣閂

１０Ｊ、

=」１１

芽一ヂーアー置三奇

ろ叩＝－－－－回

■て

己毎重差至三 ＝■ 

塞旛そろって芋植え体験

慣れない作業に悪戦吉間

蕊
収穫のlEiが早くこないかな。

1ｓ 

Ｊｒホルスタインクラブ芋植え体験

５月26日、午前11時より「伯爵まつり」会場の南中圃場

で芋植え体験を行ないました。

当日は、くもり空で少し肌寒い中、種イモを１つひとつ

丁寧に植え、やさしく土をかぶせました。

順調にイモが育つことを願いつつ、収穫の日が早くこな

いかな～、

２ 

樗曇譲馨
::夢'

－雪雲』塁護鍵蕊iま塞篝護騨

｢llili1l鑿iUi霧iiHii1illl1lli;il1i蕊



地域交流の畜牛品評会開催される。
各
地
区
の
畜
牛
品
評
会
が
五
月
一
一
一
十
日
、

第
二
俣
落
地
区
を
皮
切
り
に
五
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
品
評
会
は
、
乳
牛
改
良
、
地
域
の

牛
ま
つ
り
と
し
て
、
農
繁
期
前
の
地
域
交

流
、
親
睦
を
深
め
る
場
と
し
て
ゲ
ー
ム
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
焼
肉
を
囲
ん
で
交

流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
品
評
会
上
位
入
賞
牛
は
次
の
損

り
で
す
。

開陽地区のみなさん

ｌｌＭＩｉｌ１ｌ１６１１３[１ノハ品総頭数11頭●開陽ホルスタインベビーコンテスト に国

将Yifj1佐藤雅之氏各部１等賞 賞
皿
に

出品者号部 名

斉麺１Ｗ志 １ １１コムスターセルティックピカソ

１１：」ｚｌＩ『'二人２１タイソンメイトスター

●第３１回武佐地区畜牛品評会
各部１等賞

１１１１(lM1I 
稀ifE11

出品総'１，数25頭

将氏

6Ｈ２［ 

'''１１１ 

賞出品者部 名 号

ノル橘偏ｌシューフ･レリュードルドルフ

典野一美２１８５オズポンアシリー

工藤擬Ｉ｢］３１エルムゴールヂンリーダー

［藤既刊 JＲＣ ４１レディアライアンスルドルフテンＥＴ

川へ艦（L； IＣ ５スカイラークエアロラインピアス

●第３１回俵橋地区畜牛品評会
各部１等賞

6Ｉｌｌｌｌｌｌｌ品総頭数35m
ジェネティクスニ|上海iiiTlirllliM嗣氏

l)Ｍ１:Il 
MiFf証ｉ

出品者

心
風

部 名 号

[ｲ:々木昭雄Ｉアースイーストストームラデュック

禰嶋信柳２１ハッヒーランドソーニマテツレモアクリスタン
Ｚ＿可

｢１１川将３１リステルCIIミランＩＤＴ

佐々木ＩＩＢ雄４１アースイーストゴールドチャリティー IＣ 

ifiiIlIu31i狐５１ハッピーウードラスエースリーダー

if々木１１/｛雄６１アースイーストビューティーダイヤフタゴ

佐々木１１Ｈ雄７アースイーストアスターネットゴールド Ｒに

●第33回第二俣落地区畜牛品評会
各部１等賞

UMllM11 
幣侮1１

汀)１３０Ⅱ｛Ⅱ品総虹〔数22虹ｉ
佐藤洋之氏

部

出品者

禮
圓

毛 号

ﾘｉｉｉ正原正］サニーテ'一ルアシリーガール

ロティーエムフラワープログレスＥＴ￣ lii;ｉ沢文 IＣ 

微Ⅲ千秋３１サイドパレーシーマークセレナード JＲＣ 

横１１］Ｔと秋４１フレードンバレースカイチーフモードＥＴ

111卜｜雛と５１リパーピレソジプリンレクサーナイト

●第31回中標津地区畜牛品評会
各部１等賞

lllllll:１１ 
審行、

６１１３ⅡllMiu,総頭数26頭
ジェスティクス北海世【｣７１l1ilHM凋氏

出品者 賞部 名 号

久保IMIｌエクセルシアビューティカレン

久保脚２エクセルシアウエイドエコー

久保卿３エクセルシアウエイドデピー

佐藤雅之４１ガラントデリーズエルトン JＲＣ 

久保剛 JＣ 同エクセルシアＰＶパッション

３ 

部 名号 出品者 賞

１ コムスターーセルテイックピカソ 斉頽Ｗｉ志 ＪＲＣ 

２ タイソンメイトスター‐ ル１．．１１『'二人 iＣ 

各部１等賞稀ＹｉｆｊｉＩﾉi:藤雅之氏

部 名号 出品者 賞

シュー‐プレリューードルドルフ ｿi)・柵億一

２ 85オズボンアシIﾉー ｣『〔野一・美

３ エルムゴーールデンＩルーダー ｣：滕蟹，｢］

４ レディアライアンスルドルフテンＥＴ l：藤蟹}す］ JＲＣ 
－ 

０ スカイラークエアロライン：ごアス ﾉi１．１１《；（L亨一 ｢Ｃ 

部 名号 出品者 賞

アース －ス ストームラデュック |ｲ:々木昭雄

２ ハッピ ラン ソーーニマデルモアクリスタン ifil鴫（;；柳

３ リステ Ｃｌ ミランＥＴ ｢'１川将

４ アース －ス ゴールドチャリティー 佐々木１１N雄 JＣ 

５ ハッピ ウー ラスエースリーダー 福嶋訓卜馴

６ アーース －－ス ビューティー‐ダイヤフタゴ 佐々木１１ｲ｛雄

７ アース －ス アスターネットゴールド 佐々木１１Ｈ雄 Ｓｃ 

部 名号 出品者 賞

サニーデールアシリーガール jliiiIi原正

ティーーエムフラワー‐フ』ログレスＥＴ ｌｉｉｆｉＸ文 ＪＣ 

サイドパレーシーーマーークセレナード 横’１１千秋 ＪＲＣ 

フレードンパレーースヵィチーフモードＥＴ 横１１］ＴＬ秋

リパーピレヅジプリンレクサーナイト １１１ト､１鞭と

名号 出品者 賞

エクセルシアピューティカレン 久保ＩＭＵ

エクセルシァウエイドエコーー 久保剛

エクセルシアウエイドデピー 久保１９'１

ガラントデリーズエルトン 佐藤洋上 ＩＲＣ 

エクセルシアＰＶパッション 久保liMll ＪＣ 



根室管内ブラック
ｱﾝﾄﾞホワイトショウ 手Ｌ 牛

の
改
良
の
成
果
と
優
美
ざ
を
蟻
乳

ＪＥ面

△ 

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
か
ら
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

的
確
な
祥
行
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

小
襟
那
乳
牛
改
良
川
西
公
か
ら
も
Ｉ

瀧
公
（
州
服
原
服
公
氏
）
脱
催
に
よ
る

ア
ン
ド
ホ
ワ
ィ
ト
シ
ョ
ウ
が
、
爪
Ⅱ
卜

市
場
に
お
い
て
Ⅲ
鵬
さ
れ
、
犠
内
各
川

れ
ま
し
た
。

瀞
蔽
、
に
は
中
標
津
乳
牛
改
良
Ｍ
芯
会
々
災
・
久
保
剛
氏
が
Ｗ
た
り
、

乳
↑
の
優
美
さ
と
改
良
の
成
果
を
競
う
根
嶺
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
脇

決
定
ま
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ

志几、
会１１１K
よホ成
りクト
几レーｚ
トンイド
ヒ鵬根
蚊霊室
が地ブ
}|'ｉｌｘラ
,'i/，家ツ
さ帝ク

八

蚊
に流ｌｉ祭采が
１７のＩｉｉｌ、をⅡ'，
を場，世」iそ焼，1,,1,
オフとの進うさ
れし｜)'ｊ全とれ
まて#|』を11§、
しも交皿に政
た打換じ、典
・恋、各１iiiの
獲炎公夜成

「戸、

瀞
Ｆ 

皿

鑿曇

蕊
､恂埆ｊＬ

JＡ中標津出品牛上位入賞牛(上位３位）
１部３位ハヒイイーストテンフレス１部３位ハヒイイーストテンフレストマムＥＴＩＹｉｌ付穂

２部２１従リステルＣＩＩミランＥＴＩｌＩ川将

３部３位ガラントデリーズエルトン佐騰洋と

`Ｉ部１位アースイーストゴールドチャリティ｛ノセ々木昭雄

６柵１位ハッヒーウードラスエースリーダー橘'鳩ノｌｉ顕

（Ｂ、Ｕ）

７部２位サニーデールエアロスタージェーリリｉｌＭ;〔11：

９iflj3化ハソヒーランドアンソニーミツキースギIfii鳩１，ｆＩｌｌｉ［
（１）.ｕｌｌ．Ｐ）〔ベストアダーチャンヒオン受ｍ

ｌｌｊｉｌｊ３化サニーデールスターダムマスターリliil1i原，1：

ｉｉ:（Ｈ、Ｕ＝ベストアダー、Ｉ１－Ｉｊ＝ベストプロダクション）

←＝冥嵜や式､
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Ｐ凸上
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ンを
傘
道
に
ア
ピ
ー
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で’卜雫ま’'１雄１１．ぁｉｆｌｌｌＪヮ
選改まｉｆｉ瀞い概氏人Ｉ）令衣イヒイさ
ば典た氏代りｉｌＬｌｌｌ、、道わ郷ト○
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し氏’'１家Ｉる佐会の会Ⅱア
÷が標のル巻々々参場、ン

灘ＭＨキミili91’に↓トドてオミホ

'》～ 》鱗一Ⅱ 一・鵬』、

}1Ｊ』ＹＷＷｌｌｌ
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－■鍵 区一旬
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弓

2001北海道Ｂ＆Ｗショウ出品順位名簿(中標津町農協分）

１部ｌ襟７MFエクセルシアウエイドエコー

1/fｌｊ２擁！!（ハピイイーストテンフトレストマムIDT

２&ｌｊ２鰈!【リステルＩＩＣミラン

３＃'１２搾批アースイーストアスターネッドクレスト

ポｌｉｆｌｊｌ淳１),'ifアースイーストゴールドチャリティー

７１ｉｌｌｌ鞭２Ｉｌｉｆサニーデールエアロスタージェー

久11ｋ剛

Ｗｉｌｌ.稔

'１１１１’将

|ﾉiﾐ々水ⅡH雄

(ﾉl；々水昭雄

ｉＩｉｉｌｌｉ１１ｉｉＩ１ｉ 

'５ 

￣－－－－-－－￣ロー=、－－--~￣￣￣￣－種『
■■ 
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－
１
６
平
成
十
二
年
度
中
標
津
町
農
協
労
働
時
間
調
査
（
酪
農
家
）
結
果
の
報
告

厳しい労働環境の酪農家
(二）○○○二川口(ゴ（-)一服しご労標計家姿動ぼも以傾ｇ潔三てう,,,,継綱j,鬮醗、リ鰄卜鰄調卜imM1、街蒙協働繊に鰯

灘1鵜蝋纈錘畷灘
舩灘騨鮴鰹鰄鱗鐸鱗勢…:…’結勵すいれ時

果時るてて間
衣い家･均座頭一し｜は.常てを方１（Ｗｌﾉﾘ１F三一二を１１１]たのおは
こる族労牛数一たな合ま主い十法ラガー卜均１７イド 考細めより各
一の労伽頭は.どむた、たJＬＩ式バア六lｌＬＩ察盃、りま種
が鋤徒数年 にが、Ⅲ'｝だ項〃十頭経ト）］をを組確す調
塊力］|『が々姿．労人い１１式戸産ｌＬＩ含爽谷間が謙
炎を肴百恥託ンｍｌｊ、たに上、''二Ｉ１Ｖｚめ施此た、、
の総数頭加しト時後・分戸フ/（成て致のる中統

｡｡○口○○○
てが大ザＬこはと他lHil家て［１経経たなる経るのう八短仁のどう経人化林で年

雛灘縛:蝋蝿聴織
る族、低が常う業て・るし上一iそ

実のの［'１認しＩ÷１体このに、’’人「１．１１ｋ’た多｜のい頭共養１七る七年時た

鞠鱗‘蝿}1蕊ｉｉなしjUA下、￣

ロー届

こ
の
調
盃
結
果
は
今
後
の
小
央
要
諦
、

系
統
迦
動
に
唯
か
し
、
生
産
省
が
炎
態
に

あ
っ
た
評
価
を
い
た
だ
け
る
様
に
し
て
参

り
た
い
と
夢
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
稠
究
は
今
年
度
も
二
十
〆

の
細
谷
貝
に
ご
協
力
を
お
噸
い
し
て
お
り

表１経産牛頭数別従寵者数

経躍』i二頭数(頭）５()頭以下１５０－７()蝋７()－１()0蚊］0()ljn以１２

平均従蛎肴数 2.4人３．５人３．０人'1.7人

｢宛

表２家族総労働時匿

搾乳作瀧 飼料総ｌｊ 蚊料・雌川（ 、袷飼料 ｲﾄﾞｌ１ＩＩ労側
経産牛蝋激 その仙

術４１２艀皿 '１話糠ｪlHIlM係 処ｴﾘ1.粁JＩ１ 側係 |聯lill行iｉｌ

IIz凶 2,885２．３１１１1,151 ｌｌ２ｄｌＬ２４６１８．０１７ 

50頭以ド 2.1631.6731.087 397 6６８１５９８８ 

50正i～70頭 3,152３，０３６１1,107 IIS１，４８０１9.193 ま
す
．
昨
年
度
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
細

谷
典
、
ま
た
、
今
年
度
協
力
し
て
い
た
だ
く

組
合
輿
に
心
よ
り
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

虹
に
組
へ
Ｈ
型
の
儒
様
に
は
、
Ⅱ
々
の
灘

腱
に
お
け
る
ご
努
刀
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

7()蚊～l00ljIi 3.566 1.996 '’２１Ｊ 【１０８1.6938.877

１００蚊以」： 2`8712.2131,616 』9Ｊ 9648.188 

表３経営主と婦人の労働時間

搾乳作業 iiIiI科給与｡ 蚊科・髄I｣（ 1F1給仏i]料 flillll`〃lⅢ
その他

illj/k符､！ 牛梼｣JllI則係 処哩・特ｊｑｌｌ 関係 １１#1111介而}

継満ｉ： 88F 80,1 `１９(； 298 65］3.135 

１１１，｝人 1.213 506 239 5２ 3162.326 

'６ 

経雌ﾉﾄﾞ頭数(頭） 5()麺以下 5()-70蝋 7()-1()()虹！ l[)()虹[以１

平均従ｉ１Ｆ肴数 2.4人 ３．５人 3.0人 『1.7人

経産'1二頭数
搾乳'１

衛生篠nｕ

飼料袷'ﾉｰ.

'|語櫛ｴlHIlM係

蝋料・髄Ⅱ（

処z'11.悴JＩ１

｢{袷飼料

Ⅲ］係
その他

年ｌ１ＩＩ労働

1聯lill合ｉｆ１

1Ｚ均 2,885 ２，３１１ 1,151 12. Ｌ246 8．０１７ 

50頭以下 2,163 1,673 1,087 397 668 5.988 

50頭-70頭 3,152 3,036 1.107 .！]８ 1,480 9,193 

70噸～100頭 3,566 1,996 1,21J '0８ 1.693 8,877 

100頭以上 2,871 2,213 ﾕ,６１６ 194 964 8,188 

搾乳作業

術′k艀Ｈ１

iiIil科給り・・

'１皇梼｣JlMlAl係

蚊料・虻I｣（

処哩・梅

111総hM料

11M係
その他

f1illll労lHI

1l聯1111谷iil.

繼憐ｉ二 886 80,1 !{)６ 298 65］ 3,135 

１１１１｝人 1.213 506 239 5２ 316 2,326 



雑草駆除対策

北根室地区農業改良普及センター

らをは侍，,§らよパ'１の祇度〃１．分|iiiの処あ〃すつこス駅の低デ
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バ１１か根数を、１，１１前はＦＭう、｝起時剤での入が､ラ草衝のる
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は性ク１『す孫こがが散頗るなで
採愈ロハな゜草アろｊ－ニイＵのこる駆
#［が１１え散、１で供かの除との除
、必パモま布放ジすのらタＷ［がでし
放奨に二せ後牧う゜TIIリイバリ必、て
牧で対’んの利ンの葉ミを要株６
はすずは。上川は大仁ン，ｋでが、
避・るｉｉｉ［Ｉ１ｉＩｌ:混きなグしず小|:Ili
け散薬擁111］後播さりはま゜さタピ
まｈＪ１ｉデドYHはのｌＹｉ〈、、し表いし
ず後が地採微地ら－．ギた＝うた
゜二符１(]］＃［イｌｊｌｈｌい番シ゜にち後
散｝しき、はきに人ギ除ギにが
Ⅲ「－いで放避でなきシ軍シ駆裸
液１１のす牧けすつなの剤ギ除地
が’１１１で.。（まま・た雌雄のシすに
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注場でだイｌｊ、物

表２

l()ir-あたりllill1llt（水10()１１几に対して）鍵fｆＩｆｌ 利１１１タイプ’ 紋〈lJIl掘り！

斬播ｆｌ[地（01(）２０()-300m（

批播１V[地1(１１き ｲﾄﾞ、秋処JM1 雑ｲIこ糀地（ｲiﾐ）200-300mＩアージラン

(秋）３００－－１()()mＣ

111-播申地lhIさ 変、秋処nl1 締｛|畠lYL｣'1 ３野ハーモニー

燕平成l3fI二腱作物病客山|uj除ﾉ,唾(li除jYKhill使川蝶１１【！

'７ 

薬両lIf'１ 薬1,kmO／】()X－ ′I（Ｉｌｔｌｉｆ／l()尻一 散ｲ1J時｣0１

ラウンドアッフ 25()－５００ 50-10(） ﾄﾞﾙ超iill5Il

タッチダウン 4()()－６()(） 10(） 緋起lilll511

薬剤fｉ 利111タイプ 散ｲlJIlｹﾞjUl l()jE-あたりIlilI1lIt（水１０()１１几に対して）

アージラン ilL僻１V[地1(１１き ｲiﾐ、秋処nＭ

jWr僻！([地（秋）２０()-30()ｍｑ

維年ﾌﾟﾉ《地（（iﾐ）200-300mＩ

(秋）３０()～.！()()mＣ

ハーモニー 冊栂Llhlき 又、秋処｣qll 総ｆｌ畠lYx｣山３ｴﾗ



管
内
の
各
酪
農
施
設
を
視
察
、
研
修
。

五
月
一
一
十
五
日
、
別
海
町
、
中
標
津
町
、
標
津
町
の
施
設
を
中
司
副
組
合
長
、
上
村
営
農
委
員
長
、
長
正
路
理
事
、
瀧
ケ
平
監

事
他
職
員
十
人
の
計
十
四
人
で
視
察
、
研
修
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

IMLでつりし植$IIT平乎就幽就祉給験Ｉｌ１とむ縦い＿ニリン１１笑別
協すて第研て後し成成農llf艇会ノノヴミllzしい'Ｌま‐卜１．的践艇海
で｡い・修いのま｜｜・状の文脈が課して、桁すⅢｉスパと的外町

iii憾鱗編！蝋磁舗蘇,|#鰯；
て支職１１F述卜ＩＵｒ－細て料の控’二人すたにまと|ミー・イ立身酪修

:【鰈ゼヲ鰊,;'電Ni鯰￥Miが鯉蝋厳誌鱸

鮮溌1瀞:溌
鱸雛騨霊雛騨劉■硬■

粧延体パオしン牡エバ別は１ｊはにのゾビポあれ′|：柵法としIミイ積
で物で+まク牝１イ１２海約な、散燃畔ン．りる成ノ|（耀ｉＥ・オ北雪

;蕊蕊ｉｉ灘と準す「のンみを舎業液

溌iI簿Ｌｊｉ
４態騨↑驍上入

嬢灘鮒
輝鳶illi鱗鰭
鯨渋輝；

幻=、

施前他以まき々乳一禅（－）卜道耐は
股に願上すてを、11千入｜H１搾の農立川Ｌ：
ではな・・お調諭ﾉｰｵさＩノゾー乳４．試根年’７
はこ午後搾り盃仁が北は説口状1J「釧数ノノ
根の③ろ乳、でよ弊て［几！’ﾘ１ボと修農は’'１
篭’トミニ′卜統以,ｌ’）人お卜・ツ留館業」&、
管をル本で,汁在乳さり戸酪卜怠で試いう
内そク乳必では１ＩＭＬ、へ艇の点搾験とし
でろの頭婆ヒーノＷてヨ｜ﾉﾘ施現に乳場脱ス
はえ流がな計・力'１いｌｊｉｉ１没状つロ’ﾘ１機
特な出〈こく＝がま口ｌﾉｌ科といポが械
仁け速つとらＩ期すツー導てソあで
、オＬ度つはい二↑ゲ.パト`Ｍｆ入iilr卜りあ
ロぱがい、の・さ擁で戸腰の瀧及まる
ポな途て①乳五オＬ乳は、顕留がぴしの
2′ｌ）いなザＬごＩ,上１１１’てＭオ根Ｉｉ１ｆ意行パたで
卜ま’|量い腸墹搾い数ラ室究点なイ゜紋
のせで牛のﾉ1111乳まがン癖１１わオljIii
i》〔ん、、１ｶJととし、１１ダ|ﾉﾘ￣オしかが
結・虻②さな分た初をｌ１Ｌｌまス少
防まち肢二つかが＝’'１ノ『 しプな
【こた１＝蹄卜てつ、'''１心一たう〈
が、げの霧いて様搾仁が。ン
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2度lEiの総会iirjulえて

鱸長議議

必
典
で
あ
り
暖
房
が
必
典
で
す
。

課
題
と
し
て
は
、
主
と
し
て
①
與
糀
乳
の
確
実
な
分
離
〃

法
が
必
要
で
す
が
、
曳
在
で
は
機
能
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

②
牛
を
見
る
Ⅲ
数
が
減
る
の
で
、
小
の
健
康
状
態
を
几
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
附
発
が
必
要
。
③
牛
が
分
散
し
て

擁
食
す
る
の
で
、
飼
槽
耐
穣
を
減
ら
し
て
”
Ⅲ
ロ
ー
“
の
検

討
が
必
要
。
④
放
牧
利
用
す
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
ロ
ボ

ッ
ト
ま
で
呼
ぶ
か
。
⑤
細
補
数
と
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も

従
来
よ
り
商
い
が
、
技
術
が
進
ん
で
徐
々
に
減
少
し
て
は
い

ま
す
。
Ⅱ
本
で
は
デ
ー
タ
が
少
な
い
の
で
、
原
因
が
機
械
に

あ
る
の
か
飼
養
符
理
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
農
試
に
も
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ

る
が
、
平
成
十
Ⅱ
年
春
で
す
。

ロ
北
海
道
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
現
状
と
留
意
点

（
説
明
》
酪
農
施
投
科
木
村
護
杉
研
究
典
）

道
向
で
も
各
地
で
プ
ラ
ン
ト
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

酪
農
学
風
入
学
・
町
村
牧
場
の
施
設
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ

高橋勝義中標津町農協組合長

平
成
卜
三
年
度
も
す
で
に
二
ヵ
月
余
り

が
過
ぎ
、
当
地
に
も
桜
前
線
と
比
（
に
、
轍
、

木
も
日
哨
し
に
緑
の
膿
さ
が
深
ま
り
、
腱

作
業
も
本
格
的
に
始
ま
る
季
節
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

厳
し
い
寒
さ
の
冬
が
過
ぎ
、
し
ば
ら
く

天
候
不
順
が
続
く
な
ど
、
不
安
定
を
年
と

「。

ン
卜
で
あ
り
、
価
惜
と
し
て
は
沖
辿
プ
ラ
ン
ト
で
爪
下
～
六
下

刀
円
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
ト
を
計
繭
す
る
と

き
の
繍
意
辨
項
と
Ｉ
）
て
は
簡
単
に
飛
び
つ
か
ず
、
導
入
に
対

す
る
明
確
な
Ⅱ
的
意
識
（
戦
略
的
Ⅱ
的
）
を
持
つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ｎ
分
で
も
修
理
可
能
な

部
分
を
持
つ
よ
う
に
し
、
で
き
る
限
り
、
地
球
温
暖
化
を
防

ぐ
た
め
に
密
閉
型
の
貯
留
樽
を
作
る
こ
と
が
必
婆
。
売
嘔
に

つ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
進
ん
で
い
る
が
、
日
本
は
ま
だ

法
整
備
が
す
す
ん
で
お
ら
ず
、
考
え
方
と
し
て
も
風
〃
・
ソ

１
ラ
ー
が
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
様
子
を
兄
て
、
と
り
あ
え
ず

地
下
水
や
河
川
を
汚
さ
な
い
観
点
を
持
っ
た
〃
が
良
い
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
灘
川
対
効
果
に
つ
い
て
は
魂
化
工
業
試

験
場
と
調
査
中
で
あ
り
、
平
成
１
通
年
ま
で
は
明
確
に
答
え

ら
れ
な
い
状
態
ら
し
い
で
す
が
、
あ
え
て
い
え
ば
、
簡
収
で

は
な
い
と
の
こ
と
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー

平
成
十
一
．
年
公
社
牧
場
機
殻
蛎
業
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
付

~=亭＝
■ 

の
予
想
も
あ
り
ま
す
が
、
せ
め
て
収
越
時

期
、
作
物
の
成
長
時
期
に
は
淡
定
し
た
天

候
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
今
Ⅱ

こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
私
共
の
農
協
も
第
八
十
四
回
遮

禰
総
会
を
擁
え
、
地
区
別
懇
談
会
を
終
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

十
ｚ
年
度
の
事
業
報
梼
と
決
算
内
容
、

十
三
年
度
の
覗
業
計
画
と
予
算
案
を
中
心

に
細
谷
員
の
衿
様
に
説
明
し
、
い
ろ
い
ろ

な
意
兄
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。Ⅱ
本
綴
済
、
政
治
の
不
安
定
な
巾
に
、

膿
業
政
策
、
各
祇
対
策
に
於
い
て
も
今
後

腱
附
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
私
共
食
糒
韮

Pピコ

上
十
ベ
ッ
ド
・
十
八
頭
ロ
ー
タ
リ
ー
ミ
ル
キ
ン
グ
バ
ー
ラ
ー

〈
ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
式
｝
、
パ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
》
刀
蝿
。
糞
泳

は
地
ｒ
貯
馴
檎
二
下
血
而
圷
で
あ
り
、
二
ｔ
フ
ス
ラ
リ
ー

タ
ン
カ
ー
で
散
布
し
て
い
ま
す
。
呪
化
飼
養
頭
数
汀
頭
超
で

搾
乳
時
間
は
一
時
間
一
一
十
分
。
パ
ー
ラ
ー
跳
川
は
三
下
凧
而
万

川
で
洗
剤
が
従
来
の
パ
ー
ラ
ー
の
半
分
で
済
み
ま
す
。
搾
乳

管
理
シ
ス
テ
ム
ブ
タ
ト
ロ
ン
）
が
各
搾
乳
ボ
ッ
ク
ス
に
装

備
さ
れ
て
お
り
、
｜
頭
ず
つ
の
乳
舩
デ
ー
タ
を
感
知
し
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
１
人
〃
し
、
個
体
符
理
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
牛
が
ゲ
ー
ト
か
ら
搾
乳
ボ
ッ
ク
ス
に
入
る
と
き
は
、

制
御
柵
で
押
さ
れ
て
収
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
牛
が
前

に
つ
い
て
歩
く
腎
性
が
あ
る
の
で
、
め
っ
た
に
止
ま
ら
な
い
。

作
業
場
は
特
殊
樹
脂
で
で
き
て
お
り
、
「
人
で
搾
乳
作
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
奥
在
俳
機
場
に
は
人
を
稀
い
て
お
ら
ず
、

小
は
自
発
的
に
搾
乳
ボ
ッ
ク
ス
に
入
る
が
、
上
に
上
げ
時
に

は
慨
れ
る
ま
で
の
』
週
間
が
勝
向
（
・
パ
ー
ラ
ー
を
二
脚
す
る

牛
は
そ
れ
ほ
ど
い
ま
せ
ん
。

い［１活あし今取と過にじてⅡ産

のバツ§,蝋M,催IlIIl1iiijlii：鯉
iii洲〈建懲糊珈応腱し
鱗Ⅶ蝋':潴鯛
蝋繊鱗灘
い巾どををでえ忠ゆ変まも様乙
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９ 
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バ
イ
オ
ガ
ス
電
力
は
建
設
コ
ス
ト

な
ど
採
算
性
が
課
題
。
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酪隈学園の搾乳ロボット､搾乳作業を真剣に胆察

農業施設の先進地視察研修報告ﾊﾟｰﾄ、

酪農学園・町村牧場編

４ 

■
▲
 

ﾐミュー

DT、

ME 

＝江上一二＝￣扉姿z＝
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酪農学園パイオガスの説明を聞いています
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酪農学園牛舎全景

す,没社さ記トン憎『)「の栄てき愛頭造し験１ン術シ合トセ成と江
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酪農学図バイオガスシステムの発酵タンク
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町村2t｣ご烏パイオガスシステム

一

Ｐ
Ｌ
 

アヲ艤
認

第
二
次
発
酵
橋
、
ド
ー
ム
の
中
を
の
ぞ
く
と
、

ブ
ク
ブ
ク
と
ガ
ス
の
出
る
の
が
わ
か
る

蘆
詞琵？町

村
牧
壗
バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
動
機

雫
臣ｴ

■ 

DＰ 

●
 

惣屋惣屋

1艀１
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二たでで気ｍｊｊｏンよ入オしど体オ合オた台別など
億゜は、はき訂ジリさ’ノて、イ『ガかか乳・の装どの
Ｉりち行ま‐、のン、れオい物機スらス’卜臘慨が,没
となつだ１１１１１灯発「１．，ンま厩肥プ排シ糞槐をｌｌＪｆＷｔ
のみて北約抗ｉ１Ｉｌｈ１Ｊ評堆のしと科ラ出スＩﾉ}（力装究、
`ＩＦにい通｜)し｜をの機か肥パたエのンさテ循メイｆｆさ装
でこなへ↑「ヅビエとスのイ･ネ有ト札ム環ラしれ職
すのい近。、ｉｕン、を苑オこル効でる￣研でたての
。脳と気発しジノＬ燃酵かこギ性嫌糞は究観二お栄
ｉ没冊１１１を地てン○科でスで｜や気脈、セ察トリ件
のし光でい発訂と｝1'，シはの発発や学ンざ頭、や
而|＃てるきまｆＤのす米ス、術112酵蚊ｌ:｜タれほ塊」'二
業おとるし機かるたテ㈱環機さ科1ﾉﾘＩてどイi2111：
徴’）ことたこスガガムニ|上を効せをのへいが｜M1の
はまるの。機とススが派Ｕ「率、バイャパま、体行
約しまＩｆ１Ｅが‐エに弊iii先な液イ牛イし二識Ⅲ)」

係にこ服ス）]場終
ち投こをテに1'１「へ研酪
な人で流ム完村と修艇
がさ搬入で成牧向地学
られｌ１:棚、し場かでNil
ゆ原とかこたでいあを
つ糞加らの．のまりあ
く尿温一牧Ｉ視しまと
りは兼次場ン索たす仁
と、）'１発かズは。江し
慨一の解らパー1２別､
仲正アドＭｉＩｌＩ１ィ成）|プィｔ
さのジにさオ｜の食
JiL脇テ入れガニ１１１１後
、度｜ォＬたスイ１２付、
発をタ、髄シニ牧雌

ＦＮ 

蕊麟溌蕊
鰯爾鍬埠鰍繍腔,iii凹鰹;:;iL認ii雅ｊ餓陛懇４
ｔ然し;ご蕃測腱織Ｈ４＄１W目蝿質騨１鰄蝿iiiii'|蝋
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家族協定

調印式円満な取り決めで経営移譲。
⑰ 

--￣￣￣－－－￣ 

第
二
十
二
Ｎ
家
族
協
定
澗
印
式
（
中
標
津
町
農
業
委

貝
会
主
催
）
が
庇
Ⅱ
二
十
一
Ⅱ
、
巾
繍
津
町
役
場
会
議

室
で
棚
催
さ
れ
、
総
街
移
繊
を
受
け
た
六
組
の
家
族
（

家
族
欠
席
）
が
、
農
業
委
典
、
関
係
機
關
が
立
ち
件
う

中
、
腱
業
継
水
着
が
将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
経
溝
に
精

進
で
き
る
よ
う
、
家
族
間
で
経
営
の
全
椛
を
移
譲
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
円
淌
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

刑
印
式
を
行
な
っ
た
〃
々
・

悩
嶋
信
一
さ
ん

繭
橘
敏
夫
さ
ん

板
橋
松
が
さ
ん

服
城
純
一
さ
ん

武
川
労
さ
ん

小
林
佐
枝
子
さ
ん

鰯

爵
欝
I 

･鰯『

■ Ｐ勇
■ 

ﾗｰｒ１ 
１ 

ｔｕＢＲ･Ｉ 

福嶋さん

￣、

板橋ざ人 高橋さん

扇ラニニ'二N＝回天噸J唾冒訂司にI』五℃

武田さん ､目鞍さん

1２ 



暮
ら
し
の

【家庭菜園】
シリーズ(そのＯ）

「
■

Ｆ
Ｌ
 

Ｉ 
l■■■■■■■■■ 

＿nＬ 

北根室地区農業改良普及センター

｜
‐
ｌ
』

はじめに新企Iiliiとして、６nから９)]の厳)j、家庭菜

|刺のＩ１ｌｉ報を提供します。jlk近は農業稀以外の方々も「安戸
らぎ」や「癒し」の場として、樵んに秤及しています。

農家の皆さんも、この機会に、第４の城略的作物導入の

前段として技術的な兄成しをしてはいかがでしょうか。

トマトの定植
q 

Ｐ 

職端のポイント

①昨l1たり・排水性・風迦しの良い場所に'１ftえます

②肥料は埜肥半分、辺111u'|色分程度、またはYj機硬肥＃!}を利

川する。

③石灰や/I（分不足で、尻腐症がﾂﾞf'kするので』IFIiiiに上壌改
良する

①多肥、過iM栄Ⅱ量で病脊が多発しやすいので、J11ﾉ(ｊ的にlljj

隙する

(1)jllI1の準IｉＭｉ（lFIiijI二土壌のPIIとＥＣをillll定し]ﾆ製を改良

する）

石灰と堆肥を１iiiijに散布して排起し､肥1::}を施川しIIL和・

lWf地します。

(2)作型。（品樋）

ハウス｢:|iよけ奥秋ど')．（ハウス挑太nli）

(3)施１１U料.（１ｍｆ当たり）の||安

傘イ｢灰（ルヒカル）l50gliii後（－１Z嬢Ｐ116.5に,iIil艦）掌｣ｉｔ

肥２kg＊化成I11U料（Ｓ744）１４２９鑿追肥Mil勢を兄な

がら、追肥する場合は各呆jが肥大始ごとに硫安209
(4)植え付け''料91.方法

６月’二句に畝lIllhi90-IOOCm､株Ｉｌｌ}`l()-45cm定ｉｌｈ４～５Iliiij

にマノレチ（グリーン）をする。

第１采lZFl)Ⅱ花IViを畝の外側にlf1けて賊える。芽かきをし

て1本Ⅱご立てで満ﾘ|・

ホルモン処理は１１ガ３ケl1ll化したl1f処ｊ１ＭＬ、２度かけし

ない同

ミニトマトの定植
L 

鵬培のポイント：トマトに準ずる

(1)畑の準Mｉ（`lFliiiに上壌のPIIとＥＣを測定し土壌を改良
する）

イ丁灰と雌111uを'１１:前に散ｲ1Jして緋起しJ1U科を施川し汎和・

焔地します。

(2)作型．（,Yjrli）

ハウスl;iiよけ奥秋どり.（キャロル７，コユペペ）

(3)施肥１１上（１，$Ⅶｉたり）の１１安

茎イ｢灰（ルヒカル）１５()gIiii後（ＰＨ6.5に調製）辮堆llIu2

１《g瀞化成肥料（Ｓ744)２１１９毒追肥樹努を兄ながら
迫IIlHする場合は各采畷1}ⅡｲﾋﾟｊＵ１ごとに硫安１０９

(4)揃え卜1-け時期・〃法

６１１｣:〈】〕に畝I1jAilOOcm･株11114()cｍ定植４－５[1前にマル

チ（グリーン）をする。

鋪１采)厳開花Wiを畝の外側に[(】]けて植える。」|ヅミの成熟

後期に過ilii1条fl:になると裂果が多くなるので、かん水瀞

JVlに性慾する。

芽かきをして１本(|:立てで締り1。

Ｆヨ

」■ Ｌ 

几

撚
Iイ

煙く奉る

甥よIjlIWへ(難簡に
Yきいていろ

化Dy小豈

llU佗便I〃

へ

－可ＸｉＥ 
Ｉｚｊ 
ｉｔ 
蝋

ｵﾌ』ｂで

HIIIk1 

魁

鰹卜lbI色

詞Ｉ
ＩＪＬＩｔｌｌｈ】（ bＴくる

畿仙
ひし'

ｋ〈て

＋
畠

の
８
０

鞭
ざ

凸
守
守
■
』

’
３
８
０
Ｐ
４
 

栄獲過多(Ｎ成分が多い）jlii1I1な′|邑行

図

栄礎不良

草勢から見た生育診断法
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Ｌ 」
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、

酷対武11識 ヨウ研修 あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

潮
干
狩
り
に
ア
サ
リ
汁
、
犬
満
足
で
し
た
。

罰
羽 ■
’
弱

し
ヨレ

内
巳

ボクもいっぱい採るよ～／
弔口高

五
月
二
十
六
日
土
曜
日
、
酪
対
開

陽
支
部
、
武
佐
支
部
合
同
で
、
潮
干

狩
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
曇
天
の
、

い
つ
降
り
出
し
て
も
お
か
し
く
な
い

天
気
で
し
た
が
、
七
十
人
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
、
バ
ス
で
春
国
岱
へ
行

き
ま
し
た
。

現
地
へ
近
く
な
る
に
つ
れ
て
、
曇

天
↓
小
雨
↓
本
降
り
と
移
り
変
わ
る

天
候
に
、
重
た
い
表
情
で
し
た
が
、

幸
い
春
国
岱
で
は
降
っ
て
お
ら
ず
、

表
情
も
一
変
し
ま
し
た
。

例
年
よ
り
も
、
少
々
小
粒
の
ア
サ

リ
で
し
た
が
、
山
の
よ
う
に
バ
ケ
ツ

に
穂
み
、
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

カ
レ
イ
釣
り
を
楽
し
ん
だ
方
も
お
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
前
も
っ
て
砂
出
し
を
し

て
い
た
だ
い
た
十
五
霊
の
ア
サ
リ
で

作
っ
た
ア
サ
リ
汁
を
囲
ん
で
の
昼
食

会
。
そ
の
頃
に
は
、
雨
は
降
り
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お
い
し
い
ア

サ
リ
汁
に
会
話
も
弾
み
大
満
足
の
よ

う
で
し
た
。

い
や
Ｉ
大
漁
、
大
漁
ノ
釣
果
は
ｘ
×
枚
で
し
た

鼬『』降
り
だ
し
た
雨
も
一
は
ね
か
え
す
」

お
い
し
い
～
ア
サ
リ
汁
は
い
か
が
で
す
か

￣ 

゛侭
＝汀

■ 

ご~南、

￣ 

■ 

■－● 

Ｌ 

」

’ 

１
１
 

共計でん粉４月末販売状況粉 てん粉市況 ｌＭｒ：１１１／袋(25kILJ

』5鈴しょでん粉
（１）臘地ｶﾞﾏ渡し）

2,250(2,375)～3.125(3.125） 

１z成12ｲIzl雁｣上,汁でん粉は４ル|<仮配衆,汁袋､'11)、

Ｌ()24}リ（]iii年li71IUI7581リ）と|iiiｲ|Kを１２廻る[ＩＩＬ，IUE光状

況となっています。

Ⅱkｼ'6状ﾙﾋは、」し,;1政１１ｔの52.4群（Iiliｲ1：lIiU1ﾙ！().9鱒）

と1M〔だ進度はｌＬ５鰯進んでいます。

,Ui鈴しよでん粉
（爪叶(ｽﾞ丁漉し） 2,475(2,575)～3,450(3,450） 

輸入化ｌ:でん粉
（Ｉ〔Jj(介漉し） 1,625－１．８７５ 

ゴーンスターチ Ｌ740(1.750)～ 

）はIiiifIlliIj0l

1４ 

』｜』■’一一 末販売状況
』5鈴しょでん粉

(1)謄地j(T渡し）
2,250(2,375)～3,125(3,125） 

!！；鈴しよでん粉
(』〔｝j(j(了波し） 2,475(2,575)～3,450(3,45()） 

輸入化l:でん粉
(Ⅱ〔Jj(介漉し） 1,625－１，８７５ 

コーーンスターチ 1,74()(Ｌ750)～ 



お
歌
と
踊
り
が
だ
～
い
好
き
！

二一‐

】
一

▲一一

１ 

み
冬
喜

武
代
地
区
中
塚
広
文
・
ひ
ふ
み
さ
ん
犬
邪
変
災
女
実
咲
季
ち
ゃ
ん
〈
「
歳
入
ヵ
Ⅱ
）

￣ 

Ｖ 
－Ｕ 。

「ト

ユ「

ご
型

￣ 

■苧

Ｆ可

』延一

｡￣ 

上
ロー＝

⑭ 

へ
ｊ
Ⅱ
の
人
気
櫛
は
、
茶
Ⅱ
っ
気
た
っ
ぷ
り
の

次
の
卜
。
武
佐
地
区
・
小
塚
広
父
さ
ん
宅
の
及

女
・
笈
咲
季
ち
ゃ
ん
で
す
。

漉
起
き
で
超
ご
機
嫌
だ
っ
た
ら
し
く
、
玄
関

を
開
け
る
と
何
が
お
か
し
か
っ
た
の
か
、
大
爆

笑
で
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

散
Ⅱ
前
ま
で
風
邪
ひ
き
さ
ん
だ
っ
た
と
は
思

え
な
い
に
ピ
、
す
っ
か
り
厄
抗
に
な
っ
て
食
欲

モ
リ
モ
リ
ノ
・
お
蝋
了
よ
り
も
パ
ン
や
ご
飯
が
人

好
き
ら
し
く
、
こ
の
Ⅱ
６
ｎ
分
で
パ
ン
を
持
っ

て
喉
て
は
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

お
腹
一
杯
に
な
っ
た
ら
、
今
度
は
絵
本
を
読
ん

だ
り
、
ペ
ン
と
紙
を
渡
す
し
｜
欲
い
な
が
ら
絵
を

拙
い
た
り
、
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
ま
す
。
そ
ん

な
実
収
茶
ち
ゃ
ん
の
旅
Ⅱ
で
欠
か
さ
な
い
こ
と

は
、
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
を
馴
夕
必

ず
兄
て
耽
っ
た
り
、
剛
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ん

で
す
っ
て
。
欲
と
測
り
が
人
好
き
な
ん
だ
ね
。

将
来
は
ア
イ
ド
ル
歌
下
Ⅳ
取
材
に
お
邪
魔
し
た

Ⅱ
は
、
ポ
カ
ポ
カ
腸
試
だ
っ
た
の
で
、
外
で
遊

ぼ
う
か
〃
っ
て
誘
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
Ⅲ
卜
を
か

ぷ
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
お
外
へ
。
タ
ン
ポ
ポ
を

摘
ん
だ
り
、
家
の
ま
わ
り
を
グ
ル
グ
ル
か
け
っ

こ
し
た
り
と
兀
気
そ
の
も
の
。
い
つ
も
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
下
を
つ
な
い
で
歌
い
な
が
ら
お

散
歩
し
て
い
る
そ
う
。

一
Ⅱ
の
中
て
み
～
ん
な
牛
舎
の
お
仕
聯
で

い
な
く
な
る
時
間
が
あ
る
け
ど
、
、
人
で
テ
レ

ビ
を
兄
た
り
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
し
て
ち
ゃ
ん

と
お
騎
守
懇
し
て
る
し
、
み
ん
な
が
仙
聯
か
ら

戻
っ
て
来
た
ら
「
お
州
リ
ー
」
っ
て
声
を
掛
け

て
あ
げ
る
優
し
い
女
の
子
。

そ
ん
な
炎
咲
李
ち
ゃ
ん
に
マ
マ
達
は
、
「
丈

F『＝、

犬
で
兀
気
に
行
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
で
・
す
」

っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

パ
パ
に
マ
マ
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
家
族
み
ん
な
に
愛
さ
れ

て
素
敵
な
レ
デ
ィ
に
ノ
そ
し
て
ア
イ
ド
ル

を
Ⅱ
編
し
て
み
よ
う
よ
ノ

鮒
入
園



■▲ 

乳牛に合わせた仕事
の組み立て。

青年部俵橋支部本多催

いが認化な鵬と_にす渕

勉蝋好し蟻〈で乳をllii訪'荷'為氏鱗

瀦灘:縦:繼鰡
なそ１「°さ什なjjjなと家’１１を（こで
つれもせわいパがパの川竹乳は
た仁忙るせこタらン乳牧な質五
と兄し第たと｜改ク''二場い政Ⅱ
思什い‐！｣ェをン良スの、ま糠Ｉ
いう’'１歩１１:痂を点コタ住しマ」ｉ
まだ、にの感腿をアイ々たネロ

鱗:撚驚
･の〈

卜課

一

－－■マョ

子供から大人まで
お祭りを楽しみました。
●俣落地区牛魂祭･牛祭り

青年部俣落支部板橋匠

巳．

八
月
二
１
八
Ⅱ
、
俣
落
卜
塊
祭
・

卜
祭
り
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
な
ら
共
進
会
な
の
で
す
が
、

昨
年
に
続
き
牛
魂
祭
と
し
て
お
祭
り

？
と
し
て
、
農
作
業
の
忙
し
く
な
る

前
の
家
族
の
川
ら
ん
ム
ー
ド
で
し
た
。

俣
落
行
年
部
協
刀
と
し
て
、
昼
食

後
の
ゲ
ー
ム
を
企
阿
し
、
小
小
学
化

を
交
え
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
・
卯
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
な
ど
附
火
の
巾
、
和

や
か
な
一
Ⅱ
で
し
た
。
地
区
共
進
会

が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
地
元

の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
集
ま
り
、
楽

し
く
お
祭
り
を
行
な
う
と
い
う
の
も

い
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

￣、

交流を深め有意義な一時を過ごす。 青年部レクリエーション委員長中川将

六
Ⅱ
｜
Ⅱ
、
寒
空
の
巾
、
青
年
部
と

Ｊ
Ａ
職
旦
と
の
交
流
会
を
行
な
い
ま
し

た
。〈
１
Ｎ
、
行
年
部
が
参
加
し
て
二
年
Ⅱ

と
な
り
ま
し
た
が
、
た
い
へ
ん
話
し
も

膿
リ
上
が
り
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、

夜
退
く
ま
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ふ

だ
ん
あ
ま
り
交
流
の
な
い
職
員
と
も
交

流
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
一
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

謬ﾉー
、

四阿

灘
鐡
△－Ａ■ 

■ 

＝ﾛ 

、⑰

:Ｗ､iｉ 
ＷＺＩ 
ｌｇ副

露
悪

蕊

蝋
』凸=弔

うjｉ
彪彪

．｝二１１建
珂
品

評
煩
聴

ユ▲■

KAL 

「
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若苔を持って楽しもうＩ
の女性部｢青葉の集い」

交流から意見交換の場へ。
戸司

岡
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
持
た
れ
、
文
化
禰
励
・
趣
味
の
分
野
に

各
同
家
に
持
ち
帰
っ
て
定
成
し
た
暁
に
は
「
お
披
臨
Ⅱ
会
を
し
よ

ま
し
た
。
時
剛
の
都
合
ｋ
、
完
成
に
は
稻
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

下
光
と
川
を
幼
か
す
の
は
ボ
ケ
防
止
に
い
い
ね
！
」
と
話
し
な
が

紙
正
践
教
篭
」
が
附
か
れ
、
参
加
片
．
側
、
「
艀
ん
な
で
災
ま
っ
て

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
価
例
の
「
利

お
い
て
「
続
々
、
杵
さ
を
持
っ
て
楽
し
み
つ
つ
交
流
を
深
め
ま
し
上

ト
ー
人
の
部
会
典
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
年
間
旙
励
計

う
！
」
と
艫
リ
き
っ
て
い
ま
し
た
。
一
人
で
は
製
作
を
途
中
で
や

ら
和
や
か
な
雰
川
気
で
、
和
紙
押
し
切
り
製
作
に
取
り
紺
ん
で
ぃ

て
活
肋
す
る
こ
と
で
楽
し
み
が
一
つ
輔
え
る
よ
う
で
す
。

め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
そ
う
な
の
で
、
そ
の
様
な
Ⅱ
標
を
決
め

い
に
』
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

丘
月
八
Ⅱ
、
農
協
和
嶺
に
て
「
付
堆
の
唯
い
」
が
剛
樅
さ
れ
．

へ
１
Ｍ
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
箭
蛎
会
々
汕
以
の
衿
さ
ん
、
気
燦
に
鵬

①ＪＡ根室地区フレッシュミズ交流会
各
Ｊ
八
よ
り
総
勢
Ⅲ
ト
ー
人
が
鵬
ま
り
ま
し
た
。
衿

食
を
と
り
な
が
ら
終
始
和
や
か
に
交
流
を
深
め
ま
し

あ
い
あ
い
と
交
流
を
熊
め
て
い
ま
し
た
。

ズ
交
啓
股
盈
と
称
し
て
ボ
ー
リ
ン
グ
入
会
が
行
な
わ
れ
、

渦
雌
し
そ
う
で
す
，

兄
交
換
会
の
様
な
場
も
設
け
て
欲
し
い
」
と
い
う
満

た
。
こ
の
様
な
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
ょ

け
ず
劣
ら
ず
の
好
ゲ
ー
ム
で
場
を
鵬
り
卜
げ
、
和
気

か
ら
の
参
加
部
、
川
人
も
そ
れ
ぞ
れ
が
他
Ｊ
Ａ
に
回

Ｊ
Ａ
祁
此
バ
ラ
バ
ラ
に
レ
ー
ン
に
分
か
れ
、
池
Ｉ
農
協

が
、
参
加
し
た
部
旦
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
，

で
き
る
の
で
、
司
父
流
だ
け
が
Ⅱ
的
で
は
な
く
、
澱

リ
、
地
域
を
抜
け
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
交
換

几
Ⅱ
に
Ｉ
几
Ⅱ
、
Ｊ
Ａ
根
窺
地
区
フ
レ
ソ
シ
ュ
ミ

今
後
の
符
内
的
な
意
識
改
糀
に
、
当
農
協
部
此
も

ゲ
ー
ム
終
ｒ
後
は
、
場
所
を
拙
住
に
移
動
し
、
催

戸弓

健康管理に努めましょう。 Ｏ熟年会全体会議

符
理
に
努
め
、
樅
き
が
い
を
も
っ
て
牛

ま
し
た
。

几
月
八
Ⅱ
、
鵬
協
会
瀧
篭
で
附
催
さ
れ

縦
狩
肱
ぴ
に
収
父
決
猟
報
行
、
平
成
１

祝
辞
を
い
た
だ
き
砿
聯
に
入
り
、
蛎
業

し
よ
う
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
．

満
し
、
地
域
社
会
に
文
献
し
て
行
き
主

三
年
度
瓶
業
計
阿
案
な
ど
提
川
議
案
今

て
原
案
辿
り
爪
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
獅
儒
細
谷
健
を
来
賓
に
招
き
．

会
議
に
光
立
ち
藤
〃
公
氏
は
「
雌
鵬

平
成
ト
ミ
年
庇
熟
年
会
余
体
会
議
が

1７ 



…
…
…
薊
ご
行
又
Ｕ
（

５月の組合目誌 第
二
回
理
事
会
の
経
過

１日共進会担当者会議

女性部三役会議

畑対総会

２日中標津地区集落総会

第１回伯爵まつり実行委員会

1i、１Jし］一一－へＩ＃１１%１
，，称、つ、つ、決鵬催
財総一Ｍりい朧い下議場Ｈ
務会に’'１て１＃て成事所Ｈｆ

齢1雨ｉＭｊ
－ｖ’'１平

璽（：；＃軒
「H

ＩＫ仁に

農協酪対監事会

結婚対策協議会役員会

結婚対策協議会総会

青葉の集い

熟年会全体会議

酷対総会

乳検総会

普及センター打ち合わせ

職員研修旅行説明会

第２回青年部役員会

アドパンス21総会

12日パークゴルフ総会

農林公庫Ｌ資金検査

共済推進－１８日

家畜個体識別打ち合わせ

第１回青年部合同委員会

第２回理事会

乳検組合検定員研修会

女性部花の苗交換会

乳質改善対策打ち合わせ

第１回生産委員会

」Ａ稚内視察来組

青年部勉強会

７日

８１量

六
、
文
北
川
梼
班
規
凝
の
改
圧
と
遮
・
ｊ
帳
釆

取
扱
典
領
の
制
定
に
つ
い
て

七
、
嘔
筑
シ
ス
テ
ム
遮
川
符
理
規
程
の
変

災
に
つ
い
て

八
、
道
検
読
指
摘
雅
唄
に
対
す
る
川
答
に

つ
い
て

几
、
根
室
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
狐
火
金
の
柵

て
ん
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

「
総
合
繊
漆
説
明
地
区
別
懇
談
会
の
Ⅱ

程
に
つ
い
て

二
、
総
会
前
役
圦
協
議
会
の
Ⅱ
腿
に
つ
い

て9日

１１日

■
□
Ｃ
ｌ
 

１５日

１６日

１７日

１８日

１９日

２１日

ｇ､ 

三
Ｐ
い
－
ｍ

に文'１りて三ぃ二つ、報
つ状㈲膿て満い平告
い況フ聯農て成事
て此アＭｉｋｉ汁十項
ぴムｉｆｆｌＩ１ｌｉ＝、／
」１２エﾌミ鰍平
成イ脳１皮
十の鰐ｌｌＬｌリ
ヨｌｌｚ微１２ス
イ1皇成の期ク
度}Ｉｌｉ１１の点
」１１-二定級検
父イ'二にIMF結
ｉｉｌ度つに染
iiIii収いつに

２２Ｅ 

呂写盃

第２回ジュニアホルスタインクラブ運営

委員会

第３回理事会

畑総事業説明会

地区別懇談会～４日

２４日

ｏ
溌
軸
、
、
各
誌
窯
野
藤
潅
講
國
溢
叩
ｏ
鎗
驍
熊
嘩
除
圖
譜
謹
議
司
飴
蔀
、
繕
い
ご
密

ｏ
Ⅵ
雫
へ
Ｙ
・
召
望
・
丑
丹
噸
Ⅵ
卓
へ
Ｙ

25日

２８日

29日

｣ 
b 

一
一
カ
月
間
降
水
並
は
平
年
並
で
し
よ

、
７
．

八
月
太
平
雛
灼
訊
圧
に
徴
わ
れ
て
、

平
年
と
同
様
に
衿
い
Ⅱ
が
多
い
で
す

が
、
後
半
を
中
心
に
ｋ
空
の
寒
気
の

彩
騨
を
受
け
る
Ⅱ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

七
月
犬
気
は
概
ね
周
期
的
に
変
わ

り
ま
す
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
商
気
庄

や
鉱
脈
の
存
の
膨
騨
を
受
け
、
天
気

の
ぐ
ず
つ
く
時
期
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

う気ツリ六
゜のクま月
ぐ海す
ず術が八
つ気､気
〈１１５後は
時の１２慨
」９１影をね
が禅’１１川
あを心１９１
る受に的
でｌナオに
し、ホュHミ
よ火’わ

Ⅱ
能
性
の
大
き
な
天
険
の
兄
皿
し

ニ
ヵ
川
平
均
気
柵
は
、
ｆ
年
帷
の

叩
能
性
が
大
き
く
、
そ
の
雌
率
は
爪

○
訂
で
す
。

六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
天
候

（
見
通
し
）

Ｓ
力
局
予
報

■ 

P 
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